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面
打
角
坊
考
宮
本
圭
造
は
じ
め
に
面
打
角
坊
は
、
文
禄
二
年（
一
五
九
三
）、
観
世
・
金
春
の
名
物
面
の
写
し
を
作
っ
た
功
績
に
よ
っ
て
豊
臣
秀
吉
か
ら
天
下
一
号
を
許
さ
れ
た
。
角
坊
が
能
楽
史
に
名
を
留
め
る
の
は
、
右
の
一
事
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
従
来
の
角
坊
に
関
す
る
研
究
も
、
薮
田
嘉
一
郎
氏
「
角
坊
と
能
面
模
作
」（『
能
楽
風
土
記
』、
昭
和
四
十
七
年
、
檜
書
店
）、
天
野
文
雄
氏
「「
角
坊
」
箚
記
」（
上
田
女
子
短
期
大
学
国
語
国
文
学
会
『
学
海
』
一
〇
号
、
平
成
六
年
）な
ど
、
角
坊
の
天
下
一
号
受
領
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
が
大
半
で
あ
る
。
一
方
、
面
打
角
坊
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
そ
の
生
没
年
を
含
め
、
基
本
的
な
事
柄
す
ら
殆
ど
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
と
言
え
よ
う
。
面
打
角
坊
に
つ
い
て
の
伝
記
研
究
が
困
難
な
の
は
、
何
よ
り
、
角
坊
の
実
作
例
が
非
常
に
限
ら
れ
た
数
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。
従
来
は
、
喜
多
古
能
『
仮
面
譜
』
の
記
述
に
従
っ
て
、「
天
下
一
若
狭
守
」
の
焼
印
が
あ
る
面
を
角
坊
の
作
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
、
天
野
文
雄
氏
「「
角
坊
」
箚
記
」
が
こ
の
通
説
を
鵜
呑
み
に
す
る
こ
と
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
つ
い
で
拙
稿
「
天
下
一
角
坊
再
検
」（
京
都
観
世
会
館
『
能
』
六
百
二
号
、
平
成
二
十
年
）、
及
び
「『
仮
面
譜
』
の
成
立
」（『
能
楽
研
究
』
三
十
八
号
、
平
成
二
十
六
年
）が
、
角
坊＝
天
下
一
若
狭
守
と
す
る
見
方
は
喜
多
古
能
の
誤
っ
た
資
料
解
釈
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
信
憑
性
が
き
わ
59
め
て
低
い
と
指
摘
し
た
こ
と
で
、
従
来
の
説
は
完
全
に
退
け
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
面
打
角
坊
の
実
作
と
し
て
こ
れ
ま
で
認
識
さ
れ
て
い
た
多
く
の
作
例
が
宙
に
浮
い
た
形
と
な
り
、
角
坊
の
実
像
に
つ
い
て
も
、
あ
ら
た
め
て
再
検
証
の
必
要
が
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
右
の
拙
稿
の
う
ち
「
天
下
一
角
坊
再
検
」
は
能
会
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ
た
僅
か
二
頁
の
小
論
で
あ
り
、
ま
た
、
「『
仮
面
譜
』
の
成
立
」
も
、『
仮
面
譜
』
の
資
料
性
を
主
に
論
じ
た
論
考
で
あ
っ
て
、
角
坊
の
伝
記
に
つ
い
て
は
論
証
に
不
十
分
な
と
こ
ろ
を
多
く
残
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
に
知
る
こ
と
の
出
来
た
角
坊
の
確
実
な
作
例
を
取
り
上
げ
る
と
と
も
に
、
角
坊
に
関
す
る
文
献
資
料
を
な
る
べ
く
広
く
渉
猟
し
、
面
打
角
坊
の
事
績
を
め
ぐ
る
様
々
な
問
題
点
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。
一
、
角
坊
と
豊
臣
秀
吉
面
打
角
坊
が
歴
史
の
表
舞
台
に
登
場
す
る
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
時
の
権
力
者
で
あ
る
豊
臣
秀
吉
の
知
遇
を
得
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、『
太
閤
記
』
巻
十
四
「
癸
巳
将
軍
於
名
護
屋
御
越
年
之
事
」
に
、
文
禄
二
年
、
金
春
大
夫
・
観
世
大
夫
の
名
物
面
の
写
し
を
所
望
し
た
秀
吉
が
醍
醐
の
角
坊
を
召
し
下
し
、
写
し
の
制
作
に
あ
た
ら
せ
た
由
が
次
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
。
今
春
大
夫
八
郎
・
観
世
大
夫
左
近
被
召
寄
、
御
能
御
覧
あ
る
べ
き
と
て
、
飛
力
指
し
上
さ
れ
け
れ
ば
、
二
月
下
旬
両
人
至
名
護
屋
下
着
せ
り
、
其
旨
披
露
有
し
か
ば
、
頓
て
登
城
い
た
す
べ
き
に
て
、
翌
朝
御
目
見
え
申
せ
し
に
、
下
向
の
程
油
断
な
か
り
し
よ
と
て
、
御
機
嫌
い
み
じ
く
、
万
御
懇
に
物
し
給
ふ
、
今
春
家
之
名
物
こ
お
も
て
・
は
ん
に
や
・
小
尉
・
三
光
之
尉
、
観
世
家
之
名
物
ふ
か
ひ
お
も
て
・
し
は
尉
・
あ
ふ
み
の
女
・
こ
べ
し
み
な
ど
う
つ
さ
せ
ら
れ
度
旨
、
内
々
に
て
御
所
望
有
し
か
ば
、
辞
し
申
に
及
ば
れ
ぬ
事
に
や
有
け
ん
、
即
面
を
上
奉
る
、
其
比
山
城
宇
治
郡
醍
醐
に
角
坊
と
て
面
な
ど
を
う
つ
し
侍
り
て
、
類
ひ
な
き
名
人
あ
り
、
即
め
し
下
し
う
つ
し
奉
る
べ
き
旨
、
木
下
半
介
を
以
被
仰
出
し
か
ば
、
十
日
計
の
う
ち
に
五
出
来
し
上
奉
る
、
御
一
覧
あ
る
に
、
何
れ
が
本
、
60
何
れ
が
写
し
共
見
え
不
分
に
よ
り
、
御
感
不
斜
、
種
々
引
出
物
拝
領
し
て
け
り
こ
こ
に
は
角
坊
に
つ
い
て
「
面
な
ど
を
う
つ
し
侍
り
て
、
類
ひ
な
き
名
人
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
当
時
、
角
坊
が
す
で
に
面
打
と
し
て
そ
の
名
を
知
ら
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
様
子
が
窺
え
る
。
彼
が
こ
れ
以
前
か
ら
秀
吉
の
面
御
用
を
勤
め
て
い
た
か
は
定
か
で
な
い
が
、
秀
吉
が
能
に
深
い
関
心
を
寄
せ
る
の
は
、
文
禄
二
年
正
月
、
暮
松
新
九
郎
に
つ
い
て
能
の
稽
古
を
開
始
し
て
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
常
識
的
に
考
え
れ
ば
、
角
坊
と
秀
吉
と
の
関
係
も
、
同
年
に
始
ま
っ
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
『
太
閤
記
』
の
記
事
は
、
秀
吉
が
能
面
に
対
し
て
並
々
な
ら
ぬ
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
秀
吉
の
能
面
に
対
す
る
関
心
が
大
き
な
高
ま
り
を
見
せ
る
の
は
、
や
は
り
文
禄
二
年
正
月
以
後
の
こ
と
で
、
同
年
正
月
十
八
日
付
で
肥
前
名
護
屋
か
ら
出
さ
れ
た
秀
吉
の
朱
印
状
に
、「
次
名
物
之
面
と
も
、
被
相
尋
可
給
候
」
と
、
名
物
面
の
探
索
を
命
じ
る
文
言
が
見
え
る
の
が
、
最
も
早
い
事
例
と
言
え
る
。
次
い
で
、『
前
田
家
所
蔵
文
書
』「
古
蹟
文
徴
」
所
収
の
二
月
九
日
付
駒
井
中
務
少
輔
宛
吉
隆
書
状
（
一
）
に
、
能
道
具
・
能
面
を
名
護
屋
に
送
付
す
る
よ
う
求
め
て
い
た
こ
と
が
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
の
謄
写
本
に
よ
る
）。
（
追
而
書
略
）
去
月
廿
一
日
之
御
書
、
六
日
早
々
致
拝
見
候
、
打
続
御
能
御
座
候
て
、
昨
日
遂
披
露
候
、
則
被
成
御
返
書
候
一
御
書
御
文
躰
応
御
意
、
御
咄
衆
餘
多
有
之
時
披
露
可
申
候
由
候
て
二
度
被
聞
召
候
一
二
三
日
中
、
御
本
丸
舞
台
出
来
仕
候
、
然
者
在
許
衆
ニ
悉
御
能
□
見
せ
な
さ
る
へ
き
由
候
（
中
略
）
一
御
能
具
幷
面
御
座
候
由
、
被
参
可
然
存
候
、
此
由
可
有
御
披
露
候
、
恐
々
謹
言
二
月
九
日
吉
隆（
花
押
）
駒
井
中
務
少
輔
殿
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出
人
の
「
吉
隆
」
は
秀
吉
配
下
の
木
下
半
介
、「
駒
井
中
務
少
輔
」
は
豊
臣
秀
次
配
下
の
駒
井
重
勝
で
、
当
時
京
都
に
い
た
秀
次
が
名
物
面
送
付
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
さ
ら
に
そ
の
翌
月
、
秘
蔵
の
面
三
面
を
名
護
屋
に
送
っ
て
き
た
こ
と
に
対
す
る
謝
意
を
伝
え
る
三
月
三
日
付
の
秀
吉
朱
印
状
が
残
さ
れ
て
い
る
。
本
願
寺
の
下
間
少
進
仲
孝
に
宛
て
た
も
の
で
、
す
で
に
よ
く
知
ら
れ
た
資
料
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
「
面
三
、
遠
路
到
来
候
、
誠
可
為
秘
蔵
候
処
、
懇
志
悦
思
食
候
、
其
方
御
下
候
時
可
持
参
処
ニ
、
先
へ
進
上
候
段
、
作
意
感
入
候
」
と
、
少
進
自
ら
名
護
屋
に
下
向
す
る
以
前
に
、
面
を
早
速
届
け
て
き
た
こ
と
に
対
し
、
ね
ぎ
ら
い
の
意
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
秀
吉
は
諸
方
か
ら
名
物
面
を
名
護
屋
に
取
り
寄
せ
た
が
、
そ
の
一
部
は
し
ば
ら
く
手
元
に
置
い
て
い
た
ら
し
い
。
同
じ
く
『
前
田
家
所
蔵
文
書
』「
古
蹟
文
徴
」
に
見
え
る
四
月
十
五
日
付
の
関
白
殿
宛
の
秀
吉
朱
印
状
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
将
又
唐
織
之
御
服
五
色
給
候
、
見
事
候
条
着
之
候
、
已
上
先
度
能
具
被
仰
遣
候
之
処
、
自
此
方
書
付
外
色
々
取
揃
、
早
々
到
来
、
如
目
録
悉
一
覧
候
、
別
而
入
念
た
る
様
躰
、
喜
悦
候
、
次
面
、
此
方
ニ
一
留
置
候
名
物
共
、
所
持
候
条
、
残
分
返
送
候
、
前
野
兵
庫
事
早
々
可
差
上
之
処
、
御
能
被
為
見
た
め
に
逗
留
之
儀
、
被
仰
付
候
、
猶
此
者
被
仰
聞
候
、
恐
々
謹
言
卯
月
十
五
日
秀
吉
朱
印
関
白
殿
こ
こ
に
「
次
面
、
此
方
ニ
一
留
置
候
名
物
共
、
所
持
候
条
、
残
分
返
送
候
」
と
あ
る
の
が
、
す
な
わ
ち
名
護
屋
に
送
ら
れ
た
名
物
面
の
こ
と
で
、「
所
持
候
」
が
秀
吉
の
手
元
に
引
き
続
き
置
か
れ
た
分
、「
残
分
返
送
」
が
名
物
面
の
送
付
を
手
配
し
た
秀
次
の
も
と
に
送
り
返
さ
れ
た
分
、
の
意
と
推
測
さ
れ
る
。
織
田
信
長
に
よ
る
茶
器
の
「
名
物
狩
り
」
を
も
連
想
さ
せ
る
が
、
秀
吉
の
名
物
面
蒐
集
の
実
態
に
つ
い
て
、
よ
り
具
体
的
に
伝
え
る
の
が
、
以
下
に
取
り
上
げ
る
八
月
十
五
日
付
の
秀
吉
朱
印
状
で
あ
る
。
現
所
蔵
先
不
明
の
た
め
、『
思
文
閣
古
書
資
料
目
録
』
第
二
百
二
十
62
三
号（
平
成
二
十
三
年
七
月
）に
掲
載
の
写
真
に
従
っ
て
、
以
下
に
翻
刻
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
禁
中
其
外
方
々
／
相
尋
面
六
枚
到
来
／
令
一
覧
之
候
、
其
中
／
春
日
作
之
由
候
ハ
名
物
／
条
、
其
方
へ
被
返
遣
之
候
／
可
有
秘
蔵
候
、
次
伏
見
／
作
事
為
方
之
用
、
吉
野
／
熊
野
材
木
事
、
従
／
此
方
被
仰
付
候
、
奉
行
／
か
た
へ
注
文
ニ
以
朱
印
／
入
次
第
、
可
被
申
付
候
／
近
日
可
為
上
洛
候
之
間
、
期
／
其
節
候
、
猶
木
下
半
介
／
可
申
候
、
恐
々
謹
言
八
月
十
五
日
秀
吉（
朱
印
）
こ
れ
は
折
紙
の
朱
印
状
で
、
表
書
に
「
関
白
殿
」
と
あ
り
、
同
じ
く
秀
次
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。
書
状
の
後
半
に
伏
見
城
の
作
事
方
の
材
木
に
関
す
る
記
事
が
見
え
、『
思
文
閣
古
書
資
料
目
録
』
の
解
説
は
「
伏
見
城
の
築
城
を
開
始
し
た
文
禄
元
年
八
月
か
ら
、
秀
次
が
没
す
る
文
禄
三
年
八
月
ま
で
と
考
え
ら
れ
る
」
と
年
時
を
推
定
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
年
時
を
絞
り
込
む
と
、
秀
吉
が
能
面
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
文
禄
二
年
正
月
以
降
と
推
測
さ
れ
、
ま
た
、
書
状
中
に
近
日
上
洛
の
由
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
八
月
二
十
五
日
に
名
護
屋
か
ら
大
坂
に
帰
着
し
た
文
禄
二
年
の
状
と
見
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、「
禁
中
其
外
方
々
」
か
ら
集
め
ら
れ
た
「
面
六
枚
」
が
、
秀
吉
の
御
覧
に
入
れ
る
べ
く
、
上
方
か
ら
名
護
屋
ま
で
運
ば
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
う
ち
一
面
は
春
日
作
の
名
物
面
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
つ
き
、「
其
方
へ
被
返
遣
之
候
、
可
有
秘
蔵
候
」
と
あ
る
の
は
、「
所
蔵
者
の
も
と
に
送
り
返
し
、
秘
蔵
す
る
よ
う
伝
え
よ
」
と
の
意
に
も
、「
そ
ち
ら
に
送
り
返
す
の
で
、
秘
蔵
し
て
お
く
よ
う
に
」
と
の
意
に
も
解
さ
れ
る
が
、
恐
ら
く
後
者
の
意
で
、
秀
吉
の
名
物
面
狩
り
を
具
体
的
に
示
す
貴
重
な
資
料
と
言
え
る
。
ま
た
、
吉
田
兼
見
の
日
記
『
兼
見
卿
記
』
文
禄
二
年
十
月
二
日
条
に
も
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。
出
京
、
民
部
法
印
へ
可
罷
向
所
存
之
処
、
禁
中
御
能
之
楽
屋
へ
被
来
之
由
申
之
間
、
直
ニ
罷
向
、
以
梅
軒
相
尋
之
、
少
相
待
、
罷
出
、
菓
子
一
折
持
参
、
令
対
面
了
、
予
云
、
面
二
、
せ
う
・
女
、
観
世
入
道
宗
節
見
之
、
褒
美
之
面
也
、
大
閤
へ
可
進
上
之
歟
、
如
何
、
よ
き
時
分
尤
之
由
、
民
法
被
申
了
、
持
参
之
間
、
即
民
法
へ
見
之
、
箱
已
下
令
新
調
、
面
見
事
之
由
、
民
法
被
申
畢
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こ
れ
は
秀
吉
が
名
物
面
狩
り
を
行
っ
た
こ
と
を
直
接
に
物
語
る
資
料
で
は
な
く
、
か
つ
て
観
世
宗
節
が
称
賛
し
た
と
い
う
尉
面
・
女
面
を
、
吉
田
兼
見
が
自
ら
の
意
志
で
太
閤
秀
吉
に
献
上
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
示
す
記
事
で
あ
る
が
、
や
は
り
名
物
面
狩
り
を
進
め
る
秀
吉
の
意
図
を
汲
ん
で
の
面
献
上
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
う
し
て
秀
吉
の
も
と
に
集
め
ら
れ
た
能
面
が
ど
の
程
度
の
規
模
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
ら
の
能
面
が
こ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
は
、
具
体
的
な
資
料
を
欠
い
て
お
り
全
く
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
江
戸
後
期
の
『
謡
曲
仮
面
抄
』（
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
観
世
新
九
郎
家
文
庫
蔵
）に
、
金
剛
家
の
本
面
孫
次
郎
に
つ
い
て
「
大
坂
乱
ニ
ヤ
ク
ル
、
今
ハ
ウ
ツ
シ
也
」
と
あ
る
ほ
か
、『
大
野
出
目
家
伝
書
』
に
も
、「
大
坂
ニ
テ
焼
失
之
面
」
と
し
て
「
観
世
ノ
姥
保
生
ノ
増
金
剛
ノ
孫
次
郎
金
春
ノ
ソ
ハ
ツ
キ
」
が
挙
が
っ
て
お
り
、
秀
吉
が
蒐
集
し
た
名
物
面
の
中
に
は
、
豊
臣
氏
の
滅
亡
と
と
も
に
失
わ
れ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
な
お
、
右
に
見
え
る
「
大
坂
ニ
テ
焼
失
之
面
」
の
う
ち
、
最
後
の
「
ソ
ハ
ツ
キ
」
は
金
春
家
の
名
物
面
で
あ
る
小
面
の
こ
と
で
、『
大
野
出
目
家
伝
書
』
に
よ
れ
ば
、
観
音
菩
薩
の
示
現
を
蒙
っ
た
龍
右
衛
門
が
、「
柳
ノ
枕
」
を
用
い
て
作
っ
た
面
で
、「
木
ノ
タ
ラ
サ
ル
故
、
脇
ヲ
ツ
」
い
だ
た
め
、
「
ソ
バ
ツ
キ
ト
イ
ウ
」
名
で
呼
ば
れ
た
の
だ
と
い
う
。
四
座
の
大
夫
家
に
伝
え
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
面
が
、
江
戸
期
の
各
家
の
本
面
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
が
、
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、『
太
閤
記
』
巻
十
四
の
角
坊
に
関
す
る
記
事
の
最
後
に
「
斯
能
に
す
き
給
し
に
因
て
、
名
物
の
お
も
て
共
多
く
聚
り
来
る
事
、
大
か
た
な
ら
ぬ
事
ど
も
な
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
当
時
、
秀
（
二
）
吉
の
名
物
面
狩
り
に
よ
っ
て
、
彼
の
も
と
に
相
当
な
規
模
の
名
物
面
の
集
積
が
あ
っ
た
の
は
、
ま
ず
間
違
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
角
坊
も
名
物
面
の
写
し
の
制
作
に
駆
り
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
『
太
閤
記
』
の
記
事
の
続
き
に
は
、
金
春
家
・
観
世
家
の
名
物
面
の
写
し
を
た
ち
ど
こ
ろ
に
完
成
さ
せ
た
角
坊
が
「
銀
子
五
十
枚
幷
天
下
一
号
之
御
朱
印
」
を
賜
っ
た
由
が
見
え
る
。『
太
閤
記
』
の
こ
れ
ら
の
記
事
が
概
ね
事
実
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
前
掲
の
薮
田
嘉
一
郎
氏
「
角
坊
と
能
面
模
作
」、
天
野
文
雄
氏
「「
角
坊
」
箚
記
」
な
ど
の
諸
論
が
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
薮
田
稿
は
、
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末
裔
の
田
中
家
が
所
蔵
す
る
角
坊
関
連
の
文
書
を
収
め
た
一
巻
を
、
天
野
稿
は
そ
の
写
し
と
見
ら
れ
る
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
角
坊
文
書
」
を
紹
介
し
、
そ
の
中
に
、
角
坊
に
天
下
一
号
を
免
許
す
る
秀
吉
の
朱
印
状
な
ど
、『
太
閤
記
』
の
記
述
を
裏
付
け
る
文
書
が
数
点
見
え
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
同
稿
に
拠
ら
れ
た
い
が
、
角
坊
の
事
績
に
深
く
関
わ
る
三
通
の
書
状
の
み
、
宮
内
庁
書
陵
部
本
に
拠
っ
て
こ
こ
に
再
録
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
Ａ
、
四
月
七
日
付
前
田
玄
以
書
状
又
、
路
銭
等
之
儀
／
大
か
た
算
用
候
て
／
取
替
可
遣
候
、
何
遍
ニ
も
／
急
罷
下
候
様
／
可
申
付
候
面
打
候
醍
醐
之
／
角
坊
、
名
護
屋
江
／
早
々
可
罷
下
候
旨
／
被
仰
出
候
、
然
者
／
面
打
候
道
具
・
木
・
さ
い
し
き
の
絵
具
／
以
下
持
せ
候
て
、
早
々
／
く
た
す
へ
く
候
／
関
白
様
御
朱
印
／
に
て
、
つ
き
夫
を
以
／
可
罷
下
候
旨
、
御
／
意
候
、
夜
半
日
ニ
つ
き
／
急
可
罷
下
候
旨
／
可
申
付
候
也
卯
月
七
日
玄
以（
花
押
）
松
田
勝
右
衛
門
尉
殿
Ｂ
、
文
禄
二
年
六
月
一
日
付
朱
印
状
今
度
面
被
仰
／
付
候
処
、
打
様
無
／
比
類
候
間
、
自
今
以
後
／
可
為
天
下
一
之
旨
／
被
仰
出
候
条
、
可
成
／
其
意
者
也
文
禄
二
六
月
朔
日
朱
印
角
坊
Ｃ
、
文
禄
二
年
六
月
二
日
前
田
玄
以
書
状
今
度
大
閤
様
／
名
護
屋
江
被
召
／
下
、
面
共
被
仰
付
候
／
処
、
打
様
無
比
類
／
被
思
食
、
向
後
可
／
為
天
下
一
之
旨
／
被
成
御
朱
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印
候
／
就
而
者
、
可
在
京
／
仕
候
由
、
被
仰
出
候
／
可
成
其
意
候
也
文
禄
二
六
月
二
日
玄
以（
花
押
）
日
野角
坊
Ａ
は
年
記
を
欠
く
が
、
文
禄
二
年
の
書
状
と
考
え
ら
れ
、
面
打
角
坊
の
早
急
の
下
向
を
命
じ
る
も
の
で
あ
る
。
秀
吉
直
々
の
朱
印
状
を
発
行
し
、
継
夫（
継
飛
脚
の
意
か
）ま
で
動
員
し
て
、
夜
を
日
に
継
い
で
名
護
屋
へ
早
急
に
下
向
さ
せ
よ
、
と
い
う
文
面
か
ら
は
、
一
刻
の
猶
予
も
許
さ
れ
な
い
状
況
が
窺
え
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
秀
吉
が
能
面
の
出
来
る
だ
け
早
い
完
成
を
望
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
『
太
閤
記
』
は
、
角
坊
の
写
し
制
作
に
つ
い
て
、「
十
日
計
の
う
ち
に
」
写
し
を
五
面
も
仕
上
げ
た
、
と
記
し
て
い
る
。
秀
吉
の
命
令
に
よ
り
、
無
謀
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
能
面
を
仕
上
げ
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
無
理
難
題
を
見
事
に
こ
な
し
た
こ
と
で
、
角
坊
は
秀
吉
か
ら
大
き
な
称
賛
を
受
け
、
天
下
一
の
称
号
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
旨
を
伝
え
る
の
が
、
Ｂ
と
Ｃ
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
角
坊
の
天
下
一
号
の
内
実
を
め
ぐ
っ
て
は
、
大
き
な
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
天
下
一
号
を
授
与
し
た
の
が
、
秀
吉
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
朝
廷
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
江
戸
初
期
か
ら
江
戸
前
期
に
か
け
て
多
く
の
面
打
が
朝
廷
か
ら
受
領
号
を
授
か
り
、「
天
下
一
河
内
」「
天
下
一
近
江
」
な
ど
と
名
乗
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
江
戸
期
の
面
打
の
受
領
は
、
天
下
一
号
と
受
領
号
と
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
お
り
、
角
坊
の
ケ
ー
ス
と
は
事
情
が
異
な
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
た
め
、
天
野
氏
は
前
掲
論
文
に
お
い
て
、「
そ
も
そ
も
天
下
一
号
の
授
与
に
は
朝
廷
は
関
与
し
て
い
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
」
と
さ
れ
、「
角
坊
と
是
閑
の
天
下
一
号
は
秀
吉
か
ら
許
さ
れ
た
も
の
」
と
の
見
解
を
示
し
て
66
お
ら
れ
る
。
天
下
一
号
を
許
可
す
る
秀
吉
の
朱
印
状
が
あ
る
以
上
、
角
坊
に
天
下
一
号
を
授
与
し
た
の
は
秀
吉
で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
Ｃ
に
は
、「
可
為
天
下
一
」
と
の
朱
印
状
に
触
れ
た
直
後
に
、「
就
而
者
、
可
在
京
仕
候
由
、
被
仰
出
候
」
と
あ
り
、
天
下
一
号
の
認
可
が
京
都
で
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
秀
吉
の
朱
印
状
を
携
え
、
形
式
的
に
は
天
皇
が
天
下
一
号
を
勅
許
す
る
と
い
う
形
を
採
っ
て
い
た
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
文
禄
二
年
六
月
か
ら
ま
も
な
く
し
て
、
角
坊
は
再
び
上
京
の
途
に
就
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
も
引
き
続
き
秀
吉
の
面
御
用
を
勤
め
て
い
た
こ
と
は
、『
駒
井
日
記
』
文
禄
三
年
二
月
九
日
条
の
大
坂
城
本
丸
で
の
演
能
に
関
す
る
記
事
中
に
「
暮
松
を
以
大
閤
様
江
角
坊
作
之
面
、
明
日
十
日
ニ
御
進
上
、
拙
者
持
参
可
仕
事
」
と
、
角
坊
作
の
面
進
上
の
由
が
見
え
る
こ
と
か
ら
確
か
め
ら
れ
る
。
翌
文
禄
四
年
二
月
に
は
、
面
打
の
出
目
助
左
衛
門（
是
閑
）が
や
は
り
秀
吉
か
ら
天
下
一
の
称
号
を
与
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
朱
印
状
に
も
「
最
前
角
坊
天
下
一
に
被
仰
付
候
間
、
自
今
以
後
可
為
両
輪
旨
被
仰
出
候
」
と
あ
り
、
角
坊
と
出
目
助
左
衛
門
と
が
両
輪
と
な
っ
て
能
面
制
作
に
従
事
す
べ
き
由
が
見
え
る
。
お
そ
ら
く
角
坊
は
、
文
禄
二
年
以
降
も
継
続
し
て
、
出
目
助
左
衛
門
と
と
も
に
秀
吉
の
御
用
面
打
と
し
て
の
地
位
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
二
、
角
坊
は
天
下
一
若
狭
守
に
あ
ら
ず
そ
の
角
坊
は
、「
天
下
一
若
狭
守
」
の
焼
印
を
用
い
た
と
す
る
の
が
従
来
の
通
説
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
喜
多
古
能
の
著
『
仮
面
譜
』
に
、「
初
若
狭
守
ト
称
ス
、
山
城
国
醍
醐
角
ノ
坊
ノ
住
僧
、
光
盛
法
印
ト
号
」
と
あ
る
の
に
基
づ
き
、「
天
下
一
若
狭
守
」
と
焼
印
が
あ
れ
ば
即
、
作
者
は
角
坊
、
製
作
年
代
は
桃
山
時
代
と
見
な
す
の
が
慣
例
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。「
天
下
一
若
狭
守
」
銘
の
能
面
は
現
在
各
所
に
伝
存
し
、
そ
の
数
は
ゆ
う
に
三
十
面
を
上
回
る
。
も
し
、「
天
下
一
若
狭
守
」
銘
の
能
面
が
角
坊
の
作
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
角
坊
は
当
時
の
面
打
と
し
て
は
、
類
ま
れ
な
る
多
作
の
面
打
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
角
坊＝
天
下
一
若
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狭
守
」
説
は
き
わ
め
て
疑
わ
し
い
。
こ
の
従
来
の
通
説
に
対
し
て
最
初
に
疑
問
を
呈
し
た
の
は
、
天
野
氏
「「
角
坊
」
箚
記
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「「
天
下
一
若
狭
守
」
の
焼
印
を
持
つ
面
が
角
坊
の
作
で
あ
る
と
す
る
の
は
喜
多
古
能
の
二
著
だ
け
で
あ
り
、
他
に
こ
れ
と
い
う
確
証
は
特
に
な
い
」
こ
と
か
ら
、「
角
坊＝
若
狭
守
と
い
う
『
仮
面
譜
』
や
『
面
目
利
書
』
の
記
事
を
そ
の
ま
ま
信
じ
る
の
は
い
さ
さ
か
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
指
摘
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
筆
者
は
拙
稿
「
天
下
一
角
坊
再
検
」「『
仮
面
譜
』
の
成
立
」
に
お
い
て
、『
仮
面
譜
』
の
資
料
性
を
論
じ
る
中
で
、「
角
坊＝
天
下
一
若
狭
守
」
説
が
喜
多
古
能
の
誤
解
に
基
づ
く
謬
説
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
繰
り
返
し
と
な
る
が
、
こ
こ
に
そ
の
要
点
を
記
し
て
お
く
。
す
な
わ
ち
喜
多
古
能
は
、
寛
文
十
二
年（
一
六
七
二
）の
年
数
書
が
あ
る
『
面
之
書
』
や
出
目
元
休
の
『
面
打
秘
伝
書
』
等
の
先
行
文
献
を
参
照
し
て
『
仮
面
譜
』
を
ま
と
め
た
と
思
わ
れ
る
が
、『
仮
面
譜
』
の
角
坊
に
関
す
る
記
事
は
、
概
ね
『
面
打
秘
伝
書
』
の
「
角
坊
／
山
城
ノ
国
醍
醐
土
橋
ト
云
所
住
ス
、
光
盛
法
印
ト
云
」
と
い
う
記
事
に
拠
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
、『
面
打
秘
伝
書
』
に
は
な
か
っ
た
「
初
若
狭
守
ト
称
ス
」
と
い
う
一
文
を
加
え
た
の
は
、
古
能
が
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
寛
文
十
二
年
『
面
之
書
』
異
本
系
の
伝
本（『
仮
面
覚
書
』）に
次
の
よ
う
な
一
節
が
見
え
る
の
に
拠
る
ら
し
い
。
一
、
角
坊
ハ
太
閤
秀
吉
時
代
之
者
也
、
始
出
目
若
狭
大
掾
ト
云
、
後
法
体
シ
テ
角
坊
ト
云
『
仮
面
譜
』
の
「
初
若
狭
守
ト
称
ス
」
は
、
こ
の
記
事
に
基
づ
く
も
の
と
推
察
さ
れ
る
が
、「
始
出
目
若
狭
大
掾
ト
云
」
で
は
な
く
「
初
若
狭
守
ト
称
ス
」
と
し
た
の
は
、
角
坊
が
出
目
家
の
面
打
と
は
全
く
無
関
係
と
見
ら
れ
る
こ
と
、
実
際
に
「
天
下
一
若
狭
守
」
の
焼
印
を
捺
し
た
面
が
数
多
く
伝
存
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
喜
多
古
能
が
独
自
に
考
証
し
た
結
果
、
記
述
を
一
部
改
変
し
た
も
の
と
思
し
い
。
も
っ
と
も
、『
仮
面
覚
書
』
の
右
の
記
事
は
多
く
の
誤
解
を
含
ん
で
お
り
、
と
う
て
い
信
用
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
す
な
わ
ち
、『
仮
（
マ
マ
）
面
覚
書
』
に
は
ま
た
別
の
箇
所
に
、「
喜
多
家
之
万
媚
ヲ
打
タ
ル
ヲ
角
坊
ト
云
、
出
目
源
助
吉
満
ハ
角
坊
ヨ
リ
三
代
之
孫
也
」
と
あ
っ
て
、
角
坊
を
越
前
の
面
打
出
目
源
助（
古
源
助
）の
曽
祖
父
と
す
る
よ
う
な
誤
り
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。『
面
打
秘
伝
書
』
等
に
よ
れ
ば
、
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出
目
古
源
助
の
曽
祖
父
に
あ
た
る
の
は
越
前
の
三
光
坊
で
あ
り
、『
仮
面
覚
書
』
は
、
そ
の
三
光
坊
と
角
坊
を
混
同
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
も
そ
も
、
出
目
源
助
は
桃
山
〜
江
戸
初
期
の
面
打
で
あ
っ
て
、
そ
の
曽
祖
父
を
「
太
閤
秀
吉
時
代
」
に
活
躍
し
た
「
角
坊
」
と
す
る
の
は
有
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
右
の
よ
う
な
誤
解
に
基
づ
く
『
仮
面
覚
書
』
の
「
角
坊＝
出
目
若
狭
大
掾
」
説
は
、
全
く
信
用
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
そ
し
て
そ
の
『
仮
面
覚
書
』
の
所
説
を
踏
ま
え
た
『
仮
面
譜
』
の
「
角
坊＝
天
下
一
若
狭
守
」
説
も
ま
た
、
信
憑
性
は
き
わ
め
て
低
い
と
い
え
よ
う
。「
天
下
一
若
狭
守
」
銘
の
能
面
は
、
角
坊
と
は
全
く
別
人
の
作
で
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
三
、
角
坊
の
実
作
例
「
天
下
一
若
狭
守
」
の
焼
印
が
角
坊
の
も
の
で
な
い
と
す
る
と
、
角
坊
の
真
作
の
面
は
一
体
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
有
力
な
手
掛
か
り
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
が
、
天
理
図
書
館
蔵
『
作
物
寸
法
附
面
』、
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
蔵
『
浅
井
家
書
留
』
で
あ
る
。
前
者
は
江
戸
後
期
写
の
横
本
。
作
り
物
等
の
寸
法
を
図
入
り
で
示
し
た
も
の
で
、
墨
付
二
十
九
丁
。
そ
の
第
二
十
七
丁
以
下
に
、
付
加
記
事
と
し
て
面
打
の
名
譜
が
記
さ
れ
る
。
後
者
の
『
浅
井
家
書
留
』
は
大
坂
の
観
世
流
シ
テ
方
浅
井
家
の
人
物
の
手
に
な
る
雑
多
な
書
留
で
、
同
じ
く
江
戸
後
期
写
の
横
本
。
墨
付
二
十
二
丁
。
そ
の
第
六
丁
か
ら
第
九
丁
に
か
け
て
面
打
の
名
譜
が
載
る
。
内
容
は
両
者
と
も
に
同
一
で
、「
十
作
」
に
始
ま
り
「
出
目
」「
他
家
」
に
至
る
約
三
十
名
の
面
打
に
つ
き
、
名
前
・
住
所
・
焼
印
な
ど
の
情
報
を
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
る
。
成
立
年
代
は
不
明
な
が
ら
、「
出
目
」
家
の
面
打
と
し
て
名
前
が
見
え
る
の
は
、
享
保
四
年（
一
七
一
九
）没
の
出
目
元
休
満
茂
、
正
徳
五
年（
一
七
一
五
）没
の
出
目
洞
白
満
喬
ま
で
で
、
そ
の
次
代
の
出
目
元
休
満
総
、
出
目
洞
水
満
矩
の
二
人
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い
か
ら
、
お
お
よ
そ
宝
永
・
正
徳
前
後
の
成
立
と
見
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
井
関
河
内
や
大
宮
大
和
の
こ
と
を
「
他
家
」
と
呼
ん
で
お
り
、
ま
た
、
是
閑
・
友
閑
ら
に
つ
い
て
も
「
他
家
」
の
内
に
加
え
て
い
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
は
、
越
前
出
目
系
統
の
面
打
の
編
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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そ
の
面
打
名
譜
の
最
後
の
箇
所
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る
（『
作
物
寸
法
附
面
』
に
拠
る
）。
近
江
井
関
三
代
江
北
海
津
ニ
住
ス
面
ノ
裏
ニ
シ
ル
シ
◇
又
イ
セ
キ
天
下
一
角
坊
法
印
木
地
書
付
天
下
一
筑
後
焼
印
右
ハ
下
作
不
用
之
右
の
五
行
分
は
、
面
打
名
譜
に
つ
い
て
の
記
述
の
最
後
に
追
加
記
事
と
し
て
記
さ
れ
た
も
の
で
、
近
江
井
関
三
代
、
天
下
一
角
坊
、
天
下
一
筑
後
に
つ
い
て
、
下
作
ゆ
え
に
こ
れ
を
用
い
な
い
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
三
者
を
一
括
り
に
し
て
「
下
作
」
と
位
置
付
け
て
い
る
の
は
、
越
前
出
目
家
贔
屓
の
恣
意
的
な
見
方
か
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
こ
に
「
天
下
一
角
坊
法
印
」
に
つ
い
て
「
木
地
書
付
」
と
記
述
が
あ
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
右
の
記
事
は
、
面
打
角
坊
が
、
自
ら
の
作
者
銘
を
、
焼
印
で
は
な
く
、
木
地
上
に
直
接
墨
書
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。実
際
、
角
坊
の
名
を
木
地
上
に
墨
書
し
た
作
例
が
い
く
つ
か
現
存
す
写真① 須賀神社蔵女面写真② 同面裏
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る
。
後
人
の
極
め
書
き
に
よ
る
も
の
は
除
外
す
る
と
し
て
、
管
見
で
は
、
左
記
の
三
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
Ａ
須
賀
神
社
蔵
女
面（
写
真
①
②
）
面
裏
額
部
分
に
「
此
本
ハ
ヱ
チ
作
也
／
角
坊
光
盛
法
印
／
六
十
四
歳
ニ
テ
写
之
」
と
墨
書
。
Ｂ
徳
川
美
術
館
蔵
小
飛
出
面
裏
右
側
に
「
天
下
一
角
坊（
花
押
）」
と
墨
書
。
Ｃ
金
春
安
明
氏
蔵
山
姥（
写
真
③
④
）
面
裏
左
下
側
に
「
角
坊（
花
押
）」
と
墨
書
。
Ａ
は
近
江
湖
北
の
琵
琶
湖
に
面
し
た
中
世
以
来
の
郷
村
菅
浦
郷
の
鎮
守
・
須
賀
神
社
に
伝
わ
る
能
面
で
、
裏
に
は
「
角
坊
光
盛
法
印
」
が
「
ヱ
チ
作
」
の
女
面
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
由
が
記
さ
れ
て
い
る（
写
真
②
）。
面
裏
は
全
面
に
黒
漆
が
塗
ら
れ
て
い
る
が
、
墨
書
銘
の
部
分
だ
け
黒
漆
が
被
ら
な
い
よ
う
貼
紙
が
な
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
そ
の
白
抜
き
に
な
っ
て
い
る
木
地
上
に
、
三
行
に
わ
た
っ
て
右
の
墨
書
銘
が
見
え
る
。一
方
、
Ｂ
は
尾
張
徳
川
家
伝
来
の
面
で
あ
る
。
面
裏
は
ほ
と
ん
ど
漆
を
施
さ
ず
に
木
地
の
ま
ま
と
し
、
面
裏
右
上
部
に
「
天
下
一
」、
右
下
写真③ 金春安明氏蔵山姥面写真④ 同面裏
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部
に
「
角
坊（
花
押
）」
と
墨
書
が
あ
る
。
Ｃ
は
伝
来
不
明
な
が
ら
、
現
在
は
金
春
安
明
氏
蔵
の
面
。
面
裏
に
や
や
黒
ず
ん
だ
漆
が
薄
く
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
面
裏
左
下
側
に
「
角
坊（
花
押
）」
の
墨
書
が
あ
る
。
こ
れ
ら
三
作
は
い
ず
れ
も
角
坊
の
真
作
と
見
て
、
ま
ず
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
Ａ
に
は
「
角
坊
光
盛
法
印
」、
Ｂ
に
は
「
天
下
一
角
坊（
花
押
）」、
Ｃ
に
は
「
角
坊（
花
押
）」
と
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
名
乗
り
に
相
違
が
見
ら
れ
る
が
、
共
通
す
る
「
角
坊
」
の
字
に
注
目
す
る
と
、「
角
」
の
三
画
目
と
四
画
目
が
連
続
し
て
書
か
れ
、
五
画
目
が
長
く
下
に
突
き
出
て
い
る
点
や
、「
坊
」
の
偏
の
頭
が
や
や
左
に
傾
き
、
左
上
か
ら
右
下
に
向
か
っ
て
筆
が
下
ろ
さ
れ
、
旁
の
蓋
の
第
一
画
が
短
い
横
棒
の
よ
う
に
書
か
れ
る
点
な
ど
、
多
く
の
類
似
点
が
見
い
だ
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
三
作
の
署
名
は
、
い
ず
れ
も
同
一
人
物
の
筆
跡
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
。
角
坊
の
現
存
作
例
と
し
て
は
、
上
記
の
三
面
を
知
る
の
み
で
あ
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
う
ち
Ｂ
の
小
飛
出
、
Ｃ
の
山
姥
と
Ａ
の
女
面
と
の
間
に
大
き
な
作
風
の
差
異
が
見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
Ａ
の
女
面
の
彩
色
は
後
代
に
稚
拙
な
塗
り
替
え
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
差
し
引
い
て
も
、
女
面
は
他
の
小
飛
出
・
山
姥
と
比
べ
て
表
現
が
古
風
で
、
面
裏
を
全
面
黒
く
塗
り
、
目
の
穴
の
周
り
を
正
方
形
に
彫
る
点
も
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
こ
の
女
面
が
「
ヱ
チ
作
」
の
写
し
で
あ
る
た
め
で
、
写
し
の
元
に
な
っ
た
本
面
の
特
徴
を
精
確
に
写
し
と
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
こ
の
女
面
の
鼻
の
部
分
は
別
材
で
接
ぐ
形
と
な
っ
て
お
り
、
額
の
部
分
に
も
瘤
を
削
り
取
っ
た
よ
う
な
丸
い
切
断
面
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
も
、「
ヱ
チ
作
」
の
本
面
が
も
と
も
と
額
の
一
部
と
鼻
の
頂
部
を
別
材
で
接
ぐ
寄
木
造
り
で
あ
っ
た
の
を
忠
実
に
再
現
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
女
面
が
小
飛
出
・
山
姥
と
一
見
作
風
が
異
な
る
の
は
、
古
面
に
基
づ
く
写
し
で
あ
る
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
角
坊
が
写
し
の
名
手
と
し
て
「
天
下
一
」
号
を
許
さ
れ
た
と
い
う
経
歴
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
想
起
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
他
、
角
坊
の
作
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
も
の
に
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
の
武
悪
面
が
あ
る
。
こ
の
面
の
裏
に
は
「
天
下
一
角
坊（
花
押
）」
の
銘
が
あ
り
、
そ
の
花
押
は
前
記
の
二
作
例
と
全
く
同
じ
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
武
悪
面
の
銘
記
は
墨
書
銘
で
は
な
く
、
朱
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を
注
し
た
刻
銘
と
な
っ
て
い
る
点
が
異
な
る
。
こ
の
武
悪
面
の
裏
は
黒
漆
が
厚
く
塗
ら
れ
て
お
り
、
本
来
木
地
上
に
墨
書
銘
と
し
て
書
か
れ
て
い
た
「
天
下
一
角
坊（
花
押
）」
の
署
名
を
、
黒
漆
を
塗
る
際
、
漆
の
下
に
墨
書
銘
が
隠
れ
て
し
ま
う
た
め
、
新
た
に
刻
銘
で
彫
り
な
お
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
狂
言
面
に
し
て
は
表
情
が
生
硬
で
、
Ｂ
の
小
飛
出
や
Ｃ
の
山
姥
と
比
べ
る
と
、
や
や
平
凡
な
作
と
言
え
る
。
角
坊
の
真
作
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
な
お
検
討
の
余
地
を
多
く
残
し
て
お
り
、
角
坊
の
確
実
な
作
例
に
は
加
え
な
い
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
以
上
、
角
坊
の
真
作
は
現
段
階
で
は
三
例
し
か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。「
十
日
計
の
う
ち
に
五
」（『
太
閤
記
』）つ
も
の
能
面
を
完
成
さ
せ
た
面
打
に
し
て
は
、
そ
の
作
例
の
き
わ
め
て
少
な
い
こ
と
が
気
に
掛
か
る
が
、
豊
臣
氏
の
滅
亡
に
よ
っ
て
、
彼
の
作
の
多
く
も
、
秀
吉
蒐
集
の
名
物
面
の
数
々
と
と
も
に
、
す
で
に
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
の
『
仮
面
譜
』
は
、
金
剛
流
野
村
三
次
郎
至
盛
の
所
持
本
を
嘉
永
頃
に
鷹
司
家
に
お
い
て
書
写
し
た
鷹
司
家
旧
蔵
本
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
「
角
ノ
坊
日
野
薬
師
、
今
ニ
坊
ア
リ
、
作
サ
シ
ノ
仮
面
三
ツ
ア
リ
、
嘉
永
二
七
、
従
三
宝
院
被
見
、
秀
吉
公
か
ん
状
三
奉
加
之
書
状
ア
リ
、
作
サ
シ
ト
イ
ヘ
ト
モ
実
ニ
奇
作
也
、
今
ニ
将
軍
家
有
上
覧
ト
云
々
」
と
い
う
注
記
が
見
え
る
。
日
野
の
角
坊
に
「
作
サ
シ
ノ
仮
面
」
が
三
面
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
記
事
で
あ
る
が
、
こ
の
面
の
存
否
に
つ
い
て
は
確
か
め
て
い
な
い
。
さ
て
、
上
記
の
角
坊
の
真
作
か
ら
窺
わ
れ
る
彼
の
作
風
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
小
飛
出
・
山
姥
が
と
も
に
鬼
神
系
の
面
に
属
す
る
た
め
も
あ
る
が
、
そ
の
作
風
は
非
常
に
力
の
こ
も
っ
た
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
も
の
で
、
こ
と
に
小
飛
出
は
た
っ
ぷ
り
と
し
た
肉
付
き
の
中
に
力
感
が
漲
る
優
れ
た
作
と
い
え
よ
う
。
前
掲
の
『
作
物
寸
法
附
面
』『
浅
井
家
書
留
』
は
角
坊
に
つ
い
て
「
下
作
」
と
い
い
、
ま
た
、
寛
文
十
二
年
『
面
之
書
』
も
同
様
に
「
角
ノ
坊
打
ト
云
有
、
不
勝
候
」
と
記
す
。
こ
の
よ
う
に
、
角
坊
に
対
す
る
後
世
の
評
価
は
総
じ
て
低
い
も
の
で
あ
る
が
、
角
坊
の
作
が
近
世
の
他
の
世
襲
面
打
の
作
と
比
べ
て
特
に
劣
っ
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
角
坊
の
真
作
と
見
ら
れ
る
上
記
の
三
例
か
ら
は
、
む
し
ろ
文
禄
・
慶
長
期
を
代
表
す
る
面
打
と
し
て
、
大
い
に
再
評
価
す
べ
き
作
家
の
一
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人
と
見
な
し
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
四
、
面
打
角
坊
の
履
歴
角
坊
の
履
歴
に
つ
い
て
、
そ
の
他
の
文
献
資
料
を
手
掛
か
り
に
さ
ら
に
考
察
し
て
み
た
い
。
薮
田
・
天
野
の
両
氏
が
紹
介
す
る
『
角
坊
文
書
』
に
お
い
て
、
面
打
角
坊
は
「
醍
醐
角
坊
」「
日
野
角
坊
」「
日
野
法
界
寺
角
坊
」
と
様
々
な
名
乗
り
で
記
さ
れ
る
。
そ
の
素
姓
に
つ
い
て
、
天
野
氏
は
前
掲
論
文
で
「『
甫
庵
太
閤
記
』
も
『
仮
面
譜
』
な
ど
の
近
世
の
能
面
資
料
も
角
坊
の
素
性
に
つ
い
て
は

醍
醐
の
角
の
坊

と
し
て
お
り
、
従
来
は
な
ん
と
な
く

醍
醐
寺
の
角
坊

と
い
う
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、「
角
坊
文
書
」
に
よ
れ
ば
、
そ
の

醍
醐

と
は
日
野
の
法
界
寺
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
」
と
述
べ
、
角
坊
が
日
野
法
界
寺
の
僧
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
角
坊
が
同
時
に
「
醍
醐
角
坊
」
と
も
、「
日
野
法
界
寺
角
坊
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
矛
盾
し
な
い
。
そ
も
そ
も
角
坊
は
醍
醐
に
近
い
日
野
法
界
寺
の
僧
坊
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
田
中
勘
兵
衛
氏
『
日
野
誌
』（
昭
和
八
年
、
田
中
忠
三
郎
）に
よ
れ
ば
、
日
野
に
は
幕
末
ま
で
真
乗
坊
・
角
坊
・
樹
下
坊
・
井
脇
坊
・
照
行
坊
な
ど
の
僧
坊
が
あ
り
、
そ
の
住
僧
は
醍
醐
寺
の
法
流
を
継
ぐ
僧
形
な
が
ら
、
俗
人
同
様
に
妻
帯
し
、
交
替
で
法
界
寺
阿
弥
陀
堂
の
寺
務
に
あ
た
っ
て
い
た
と
い
う
。
従
っ
て
、
阿
弥
陀
堂
の
寺
務
を
輪
番
で
務
め
た
と
い
う
点
で
は
、
法
界
寺
の
僧
と
い
う
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
法
流
か
ら
言
え
ば
醍
醐
寺
に
属
し
て
お
り
、
角
坊
を
醍
醐
の
僧
と
称
し
て
も
特
に
間
違
い
で
は
な
い
わ
け
で
あ
る
。
近
世
、
法
界
寺
の
寺
務
を
交
替
で
務
め
た
僧
坊
に
は
、
前
述
の
真
乗
坊
・
角
坊
・
樹
下
坊
・
井
脇
坊
・
照
行
坊
の
ほ
か
、
新
坊
・
梅
本
坊
・
南
坊
を
合
わ
せ
た
八
坊
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
坊
は
明
治
維
新
後
、
帰
農
し
て
法
界
寺
の
檀
徒
と
な
り
、
同
寺
の
寺
務
は
新
た
に
招
請
さ
れ
た
住
職
が
務
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
八
坊
が
近
世
を
通
じ
て
断
絶
す
る
こ
と
な
く
続
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
ら
し
い
。
照
行
坊
の
末
裔
で
あ
る
鎌
田
保
夫
家
の
文
書（
京
都
市
歴
史
資
料
館
蔵
の
写
真
帳
に
よ
る
）の
中
に
は
、
梅
本
坊
の
存
続
の
た
め
に
講
を
開
催
し
た
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こ
と
を
伝
え
る
資
料
や
、
中
絶
し
た
新
坊
の
相
続
に
関
す
る
資
料
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
井
脇
坊
の
末
裔
の
鎌
田
家
文
書（
同
）に
も
、
天
保
三
年（
一
八
三
二
）、
近
江
国
中
野
村
の
常
念
寺
寛
立
が
井
脇
坊
の
株
を
買
得
し
、
そ
の
跡
を
継
い
だ
こ
と
が
見
え
、
八
坊
は
し
ば
し
ば
断
絶
の
危
機
に
直
面
し
た
よ
う
で
あ
る
。
角
坊
に
つ
い
て
も
、
法
界
寺
の
鎮
守
社
で
あ
る
萱
尾
神
社
の
文
政
二
年（
一
八
一
九
）の
遷
宮
棟
札
に
は
、
新
坊
頼
昌
・
照
行
坊
快
□
・
樹
下
坊
長
勤
・
南
之
坊
光
通
・
井
脇
坊
存
雅
・
正
覚
坊
快
実
・
梅
本
坊
頼
慶
の
七
坊
の
名
前
が
記
さ
れ
る
の
に
、
角
坊
の
名
だ
け
が
見
え
ず
、
当
時
、
角
坊
が
一
時
的
に
断
絶
し
て
い
た
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
。
そ
の
角
坊
の
歴
代
に
つ
い
て
は
、
田
中
忠
三
郎
氏
『
日
野
誌
』
が
紹
介
す
る
「
角
坊
過
去
帳
」
の
控
書
写
が
参
考
と
な
る
。
薮
田
氏
前
掲
論
文
に
よ
れ
ば
法
界
寺
の
所
蔵
と
い
う
が
、
法
界
寺
現
住
職
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
現
在
同
寺
に
は
所
蔵
が
な
い
と
の
こ
と
で
、
原
資
料
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
薮
田
氏
の
論
考
に
よ
っ
て
引
用
す
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
妙
盛
大
姉
角
坊
光
盛
母
永
禄
十
二
己
巳
年
五
月
吉
辰
持
仏
阿
弥
陀
如
来
銘
所
記
角
坊
光
盛
右
記
者
角
坊
光
増
文
禄
二
年
豊
太
閤
秀
吉
公
依
釣
命
肥
前
名
護
屋
御
陣
ニ
至
リ
能
ノ
面
ヲ
刻
ミ
天
下
一
ノ
名
御
朱
印
ヲ
給
フ
角
坊
光
勝
慶
長
九
年
甲
辰
生
寛
文
四
年
甲
辰
十
一
月
十
七
日
死
行
年
六
十
一
歳
角
坊
光
宥
慶
安
元
戊
子
年
生
享
保
七
壬
寅
十
一
月
廿
八
日
死
行
年
七
十
五
歳
角
坊
光
永
享
保
廿
乙
卯
年
八
月
十
二
日
死
行
年
五
十
六
歳
角
坊
光
栄
延
宝
五
丁
巳
年
八
月
十
八
日
死
角
坊
光
寿
延
宝
八
庚
申
年
五
月
廿
六
日
死
角
坊
光
豊
宝
暦
四
年
甲
戌
年
十
月
廿
二
日
死
行
年
三
十
六
歳
こ
れ
に
よ
っ
て
江
戸
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
角
坊
歴
代
の
生
没
年
が
知
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
問
題
に
し
て
い
る
文
禄
期
の
角
坊
に
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つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
生
没
年
の
記
載
が
な
い
。
ま
た
、
右
の
「
角
坊
過
去
帳
」
に
よ
れ
ば
、
能
面
を
制
作
し
て
秀
吉
か
ら
天
下
一
の
称
号
を
得
た
角
坊
の
名
前
は
「
光
増
」
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
能
面
関
係
の
資
料
は
、
面
打
と
し
て
活
躍
し
た
角
坊
の
法
名
を
「
光
盛
」
と
す
る
も
の
が
多
い
。
す
な
わ
ち
、
出
目
元
休
の
『
面
打
秘
伝
書
』
に
「
角
之
坊
／
山
城
ノ
国
醍
醐
土
橋
ト
云
所
住
ス
、
光
盛
法
印
ト
云
」
と
あ
る
ほ
か
、
喜
多
古
能
の
『
仮
面
譜
』
も
こ
れ
を
踏
襲
し
て
、
角
坊
が
「
光
盛
法
印
」
と
名
乗
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
先
に
言
及
し
た
角
坊
の
作
例
に
も
「
光
盛
法
印
」
と
墨
書
銘
が
あ
る
が
、
一
方
で
「
光
増
」
の
銘
記
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
「
光
盛
」
の
名
が
、「
角
坊
過
去
帳
」
で
は
「
角
坊
光
増
」
の
先
代
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
角
坊
過
去
帳
」
の
記
述
に
基
づ
き
、
角
坊
は
親
子
で
能
面
を
打
っ
て
い
た
、
と
す
る
説
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
村
保
雄
氏
は
「
近
江
須
賀
神
社
の
能
面
」（『
芸
能
史
研
究
』
一
〇
号
、
昭
和
四
十
年
）の
中
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る（「
天
下
一
角
坊
」
の
焼
印
に
つ
い
て
は
存
否
不
明
）。
面
打
角
坊
は
実
は
一
人
の
者
を
さ
す
の
で
は
な
い
。
角
坊
と
は
法
界
寺
角
ノ
坊
に
代
代
住
す
る
者
の
称
で
、
こ
の
う
ち
面
作
に
た
づ
さ
わ
っ
た
の
は
、
前
記
の
光
盛
と
そ
の
子
光
増
の
二
人
で
あ
る
。（
中
略
）光
増
は
自
分
の
作
品
に
「
天
下
一
若
狭
守
」
又
は
「
天
下
一
角
坊
」
と
い
う
焼
印
を
捺
す
よ
う
に
な
っ
て
可
成
り
多
く
の
作
品
を
残
し
て
い
る
。
ま
た
、
田
邊
三
郎
助
氏
「
能
面
芸
術
の
形
成（
下
）」（『
國
華
』
一
四
三
六
号
、
平
成
二
十
七
年
）も
、
「
天
下
一
」
の
朱
印
を
も
ら
っ
た
角
坊
は
山
城
日
野
の
法
界
寺
の
僧
・
角
坊
光
増
で
、
父
の
光
盛
は
永
禄
十
二
年（
一
五
六
九
）に
同
寺
の
阿
弥
陀
如
来
像
の
修
理
を
行
っ
て
い
る
。
と
述
べ
、
さ
ら
に
徳
川
美
術
館
蔵
小
飛
出
面
と
須
賀
神
社
蔵
女
面
と
を
角
坊
の
真
作
と
す
る
拙
稿
「
面
打
角
坊
再
検
」
の
説
を
踏
ま
え
て
、
前
者
の
作
柄
は
ま
さ
に
こ
の
時
期
の
秀
れ
た
作
品
で
、
角
坊
の
真
作
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
光
増
の
方
で
あ
り
、
後
者
は
か
な
り
損
傷
し
て
お
り
、
こ
れ
を
復
元
的
に
み
て
も
か
な
り
整
わ
ぬ
、
前
時
代
的
な
作
例
で
、
古
面
を
写
し
た
と
い
う
こ
と
を
考
慮
し
て
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も
、
光
増
で
は
な
く
、
文
字
通
り
光
盛
の
作
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
と
、
角
坊
光
盛
・
角
坊
光
増
が
と
も
に
面
を
打
っ
た
可
能
性
に
言
及
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
角
坊
過
去
帳
」
の
記
事
を
そ
の
ま
ま
信
じ
る
の
は
問
題
が
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
薮
田
氏
前
掲
論
文
に
よ
れ
ば
、
「
角
坊
過
去
帳
」
に
は
「
以
上
の
文
書
に
関
係
あ
る
者
を
抜
萃
し
た
」（「
以
上
の
文
書
」
は
「
角
坊
文
書
」
を
指
す
）と
の
旨
が
書
か
れ
て
お
り
、「
角
坊
光
増
」
に
つ
い
て
の
記
述
も
、
そ
の
「
角
坊
文
書
」
の
識
語
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
の
に
拠
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
文
禄
二
年
、
豊
臣
公
在
肥
州
名
護
屋
、
曽
聞
、
山
城
宇
治
郡
醍
醐
角
坊
者
能
模
舞
面
、
即
遣
人
急
呼
之
、
逾
日
角
坊
光
増
、
至
于
名
護
屋
受
命
、
十
途
日
而
悉
模
写
之
、
公
大
感
賞
而
賜
白
銀
五
十
枚
及
舞
曲
天
下
一
之
号
、
後
陽
成
院
帝
亦
勅
叙
法
印
位
、
角
坊
光
増
者
吾
曽
祖
父
、
治
部
者
吾
祖
父
也
、
今
七
帖
共
聚
合
為
一
軸
、
便
于
後
見
焉
正
徳
三
年
癸
巳
中
冬
日
右
は
「
角
坊
過
去
帳
」
に
名
前
が
見
え
る
、
享
保
七
年
没
の
角
坊
光
宥
の
手
に
な
る
も
の
で
、
そ
の
光
宥
は
文
禄
期
の
角
坊
を
自
分
の
曽
祖
父
で
あ
る
と
記
し
、
法
名
を
「
光
増
」
と
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、「
角
坊
過
去
帳
」
の
「
角
坊
光
盛
」
の
記
事
も
同
様
に
、
角
坊
伝
来
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像（
角
坊
末
裔
の
田
中
家
蔵
か
。
薮
田
氏
は
法
界
寺
蔵
と
す
る
が
、
法
界
寺
現
住
職
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
同
寺
に
は
現
存
し
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
）の
蓮
台
裏
に
見
え
る
次
の
よ
う
な
墨
書
銘
に
依
拠
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
此
本
尊
者
恵
心
僧
都
御
作
也
雖
然
及
破
損
之
間
日
野
法
界
寺
角
坊
光
盛
造
立
畢
、
其
志
者
法
界
衆
生
別
者
母
妙
盛
大
姉
為
頓
證
仏
果
大
菩
提
建
立
所
也
于
時
永
禄
十
二
年
己
巳
年
五
月
吉
辰
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こ
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像
は
、
薮
田
嘉
一
郎
氏
『
能
楽
風
土
記
』
の
口
絵
写
真
に
よ
る
と
、
定
朝
様
式
の
端
正
な
像
で
、
院
政
期
の
作
と
し
て
も
十
分
通
用
し
そ
う
な
出
来
で
あ
る
。
右
の
墨
書
銘
に
よ
れ
ば
、
角
坊
の
本
尊
で
あ
る
恵
心
僧
都
作
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像
が
破
損
に
及
ん
だ
た
め
、「
角
坊
光
盛
」
が
母
妙
盛
大
姉
の
菩
提
を
弔
う
べ
く
こ
れ
を
造
立
し
た
、
と
あ
る
が
、
恵
心
僧
都
作
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像
を
角
坊
が
修
復
し
た
だ
け
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
破
損
し
た
阿
弥
陀
如
来
坐
像
と
は
別
に
、
角
坊
が
新
た
に
阿
弥
陀
如
来
像
を
制
作
し
た
の
か
は
、
右
の
像
を
実
見
出
来
な
か
っ
た
た
め
、
現
段
階
で
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
と
も
あ
れ
、「
角
坊
過
去
帳
」
の
「
角
坊
光
盛
」「
角
坊
光
増
」
に
関
す
る
記
事
は
、
右
の
墨
書
銘
や
「
角
坊
過
去
帳
」
識
語
を
転
記
し
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
光
盛
と
光
増
が
親
子
で
あ
る
と
い
っ
た
記
述
は
、
そ
こ
に
は
一
切
見
え
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
、「
角
坊
文
書
」
の
識
語
が
、
江
戸
中
期
の
正
徳
三
年
に
書
か
れ
た
後
代
の
資
料
で
あ
る
と
い
う
点
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。「
角
坊
光
増
」
の
名
は
、
現
存
の
角
坊
の
作
例
や
、
そ
の
他
の
同
時
代
資
料
に
一
切
現
れ
な
い
。
天
野
文
雄
氏
は
前
掲
論
文
に
お
い
て
、
右
の
「
角
坊
文
書
」
の
識
語
を
取
り
上
げ
ら
れ
、「
こ
の
識
語
に
よ
っ
て
少
な
く
と
も
角
坊
の
名
が
光
増
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
が
、
他
に
傍
証
の
な
い
現
段
階
で
は
、
時
代
の
下
る
「
角
坊
文
書
」
識
語
の
説
を
そ
の
ま
ま
採
用
す
る
の
は
適
当
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
、
面
打
と
し
て
活
躍
し
、
秀
吉
か
ら
天
下
一
の
号
を
許
さ
れ
た
角
坊
は
、
角
坊
光
盛
そ
の
人
を
指
す
、
と
い
う
立
場
を
採
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、
角
坊
光
盛
の
生
没
年
で
あ
る
。
角
坊
伝
来
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像
の
墨
書
銘
に
よ
り
、
角
坊
光
盛
の
母
は
永
禄
十
二
年（
一
五
六
九
）の
時
点
で
す
で
に
故
人
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
仮
に
当
時
の
光
盛
の
年
齢
が
二
十
五
歳
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
天
下
一
の
称
号
を
賜
っ
た
文
禄
二
年（
一
五
九
三
）に
は
四
十
九
歳
と
な
る
。
須
賀
神
社
蔵
女
面
の
墨
書
銘
に
「
角
坊
光
盛
法
印
／
六
十
四
歳
ニ
テ
写
之
」
と
あ
り
、
角
坊
光
盛
が
六
十
四
歳
ま
で
は
存
命
だ
っ
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
か
ら
、
文
禄
二
年
に
秀
吉
か
ら
天
下
一
号
を
授
与
さ
れ
た
「
角
坊
」
が
光
盛
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
年
代
的
に
は
何
ら
問
題
が
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
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一
方
、
角
坊
の
没
年
に
つ
い
て
は
、
天
野
氏
が
「
角
坊
文
書
」
所
収
の
慶
長
十
五
年（
一
六
一
〇
）一
月
七
日
付
石
黒
采
女
書
状
に
基
づ
き
、
同
書
状
に
角
坊
が
能
面
を
譲
り
渡
し
た
由
が
見
え
る
か
ら
、
同
年
ま
で
は
健
在
だ
っ
た
と
し
て
い
る
。
角
坊
光
盛
の
没
後
に
、
次
代
の
角
坊
の
住
僧
が
、
先
代
の
残
し
た
能
面
を
譲
り
渡
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
一
応
、
慶
長
十
五
年
ま
で
は
存
命
だ
っ
た
と
考
え
て
お
（
三
）
き
た
い
。
先
の
年
齢
の
推
定
に
従
え
ば
、
慶
長
十
五
年
当
時
の
角
坊
の
年
齢
は
六
十
六
歳
で
あ
り
、
年
齢
的
に
見
て
も
大
き
な
矛
盾
は
な
い
。
以
上
を
総
合
す
る
と
、
角
坊
の
生
没
年
は
、
天
文
年
間
の
生
ま
れ
、
慶
長
末
年
か
ら
元
和
頃
の
没
の
可
能
性
が
最
も
高
い
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
な
お
、
角
坊
光
盛
が
細
川
幽
斎
と
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
資
料
が
あ
る
。
武
庫
川
女
子
大
学
図
書
館
蔵
の
保
㝡
本
『
方
丈
記
』
が
そ
れ
で
、
そ
の
識
語
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
此
一
帖
、
依
角
坊
光
盛
所
望
、
染
愚
筆
、
令
書
写
之
、
遂
送
一
□
畢
、
猶
可
有
鳥
馬
□
誤
考
畢
兵
部
大
輔
藤
孝
在
判
右
一
冊
、
先
年
勝
龍
寺
在
庄
之
刻
、
書
写
者
也
、
今
年
日
野
方
丈
之
旧
跡
遂
一
見
、
帰
洛
、
尋
訪
彼
坊
之
時
、
見
此
一
帖
、
不
審
之
所
多
、
因
茲
以
愚
本
重
令
校
合
、
直
付
者
也
慶
長
三
年
五
月
十
五
日
幽
斎
玄
旨
在
判
右
之
本
者
長
岡
兵
部
大
輔
殿
御
自
筆
本
、
日
野
依
角
坊
ニ
在
之
、
借
用
候
而
写
置
者
也
上
醍
醐
西
谷
行
照
坊
祐
智
こ
の
識
語
は
、
細
川
幽
斎
が
「
角
坊
光
盛
」
の
所
望
に
よ
っ
て
『
方
丈
記
』
を
自
ら
書
写
し
た
こ
と
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
幽
斎
が
勝
龍
寺
城
に
在
っ
た
天
正
九
年（
一
五
八
一
）以
前
の
両
者
の
交
流
を
示
し
て
お
り
、
秀
吉
に
取
り
立
て
ら
れ
る
前
か
ら
、
角
坊
光
盛
が
武
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家
と
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
貴
重
な
資
料
と
言
え
よ
う
。
慶
長
三
年
の
奥
書
に
見
え
る
「
彼
坊
」
も
、
お
そ
ら
く
角
坊
光
盛
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
お
わ
り
に
以
上
、
角
坊
の
事
績
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
要
点
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
①
角
坊
は
日
野
法
界
寺
の
寺
務
を
勤
め
る
住
僧
で
、
法
名
を
光
盛
法
印
と
い
っ
た
。
②
天
文
年
間
頃
の
生
ま
れ
で
、
慶
長
末
年
頃
ま
で
存
命
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
③
文
禄
二
年
に
名
物
面
の
写
し
を
短
期
間
で
制
作
し
た
功
績
に
よ
り
、
豊
臣
秀
吉
か
ら
天
下
一
の
称
号
を
得
た
。
④
角
坊
光
盛
作
の
面
に
は
、
須
賀
神
社
蔵
女
面
、
徳
川
美
術
館
蔵
小
飛
出
、
金
春
安
明
氏
蔵
山
姥
が
あ
り
、
面
裏
に
は
い
ず
れ
も
「
角
坊
」
の
墨
書
が
見
ら
れ
る
。
⑤
天
下
一
の
称
号
を
得
た
角
坊
を
光
盛
法
印
の
子
、
光
増
の
こ
と
と
す
る
説
が
あ
る
が
、
一
切
確
証
が
な
く
、
信
憑
性
は
低
い
。
⑥
角
坊
は
「
天
下
一
若
狭
守
」
の
焼
印
を
用
い
た
と
さ
れ
る
が
、
喜
多
古
能
の
誤
解
に
基
づ
く
謬
説
で
あ
り
、
採
用
す
る
に
足
ら
な
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
面
打
角
坊
の
輪
郭
が
あ
る
程
度
明
ら
か
に
な
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
が
、
一
方
で
、
従
来
、
角
坊
の
作
と
さ
れ
て
い
た
「
天
下
一
若
狭
守
」
の
焼
印
を
持
つ
面
の
作
者
が
誰
な
の
か
、
と
い
う
新
た
な
疑
問
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
出
目
家
の
面
打
が
用
い
た
焼
印
で
あ
る
可
能
性
を
想
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
詳
細
は
ま
た
別
稿
に
譲
る
こ
と
に
し
た
い
。
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注（一
）
山
際
千
洋
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。
（
二
）
豊
臣
秀
吉
と
能
面
と
の
関
わ
り
で
は
、
雪
月
花
の
小
面
に
関
す
る
伝
承
が
有
名
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
秀
吉
秘
蔵
の
龍
右
衛
門
作
の
三
面
の
小
面
を
金
春
家
・
金
剛
家
・
徳
川
家
康
に
贈
っ
た
と
す
る
も
の
で
、
管
見
で
は
、
雑
誌
『
能
楽
』
明
治
四
十
二
年
一
月
号
所
収
「
能
楽
に
就
き
宝
生
金
剛
両
氏
の
談
話
」
に
見
え
る
の
が
最
も
早
く
、
金
剛
鈴
之
助
の
談
話
と
し
て
「
龍
右
衛
門
の
作
に
天
下
の
三
面
と
称
し
て
雪
月
花
の
小
面
あ
り
、
雪
は
金
春
家
に
、
月
は
徳
川
家
に
花
は
金
剛
家
に
、
孰
れ
も
秀
吉
公
よ
り
拝
領
せ
し
も
の
な
り
、
此
三
面
の
中
の
月
は
西
丸
炎
上
の
時
鳥
羽
に
帰
せ
り
」
と
あ
る
。
ま
た
、『
能
楽
画
報
』
明
治
四
十
二
年
五
月
号
所
載
の
金
剛
鈴
之
助
「
豊
公
祭
の
思
出
」
に
も
、
明
治
三
十
一
年
に
京
都
阿
弥
陀
ヶ
峰
で
行
わ
れ
た
豊
太
閤
三
百
年
祭
の
能
で
三
日
目
の
脇
能
に〈
呉
服
〉が
演
じ
ら
れ
た
際
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、「
此
時
シ
テ
と
ツ
レ
に
用
ゐ
た
面
は
天
下
の
三
面
と
称
す
る
雪
月
花
の
小
面
の
中
、
花
と
雪
の
二
面
で
あ
る
。
此
三
面
は（
中
略
）石
川
辰
右
衛
門（
十
作
の
中
）の
作
で
雪
は
金
春
家
へ
、
月
は
徳
川
家
へ
、
花
は
金
剛
に
伝
は
つ
た
も
の
で
あ
る
」
と
同
様
の
記
述
が
見
え
、
明
治
三
十
年
頃
に
は
す
で
に
同
様
の
伝
承
が
行
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
こ
の
伝
承
は
江
戸
期
の
文
献
に
は
全
く
見
え
な
い
。
例
え
ば
『
享
保
六
年
書
上
』
に
は
、
金
春
家
が
秀
吉
か
ら
拝
領
し
た
品
と
し
て
「
翁
之
面
箱
・
御
紋
付
・
長
刀
・
ほ
つ
す
」、
金
剛
家
が
秀
吉
か
ら
拝
領
し
た
品
と
し
て
「
狩
衣
白
地
小
雲
」「
法
被
赤
地
龍
」「
袖
無
紺
地
雲
鶴
」「
唐
団
子
」
が
見
え
る
の
み
で
あ
る
。
金
春
家
の
小
面
が
秀
吉
か
ら
の
拝
領
面
で
あ
る
と
い
う
伝
え
も
、
金
春
家
に
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
ず
、
お
そ
ら
く
右
の
雪
月
花
の
小
面
に
ま
つ
わ
る
伝
承
は
、
日
清
戦
争
を
契
機
と
し
て
豊
臣
秀
吉
へ
の
注
目
が
集
ま
る
中
で
、
近
代
に
な
っ
て
新
た
に
生
成
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。
（
三
）
法
界
寺
か
ら
少
し
離
れ
た
山
中
に
角
坊
歴
代
の
墓
碑
が
現
存
す
る
。
一
郭
に
は
角
坊
に
関
わ
る
三
十
基
弱
の
墓
碑
が
立
ち
、
前
記
「
角
坊
過
去
帳
」
に
所
見
の
角
坊
光
勝
・
角
坊
光
宥
・
角
坊
光
永
・
角
坊
光
豊
な
ど
、
江
戸
前
期
以
降
の
角
坊
住
僧
の
墓
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
中
に
混
じ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
碑
銘
の
墓
石
が
立
っ
て
い
る
。
元
禄
八
乙
亥
年
権
大
僧
都
光
盛
法
印
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三
月
三
日
一
見
す
る
と
、
こ
の
墓
碑
は
面
打
と
し
て
活
躍
し
た
角
坊
光
盛
の
も
の
か
と
思
わ
れ
る
が
、
没
年
を
元
禄
八
年
と
す
る
な
ど
、
疑
わ
し
い
点
が
多
い
。
こ
の
光
盛
法
印
が
永
禄
十
二
年
に
阿
弥
陀
如
来
坐
像
を
制
作
し
た
角
坊
光
盛
と
同
人
で
あ
る
と
す
る
と
、
彼
は
実
に
百
五
十
歳
近
い
年
齢
ま
で
生
き
て
い
た
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
角
坊
過
去
帳
」
に
は
、
寛
文
四
年
没
の
角
坊
光
勝
の
後
、
延
宝
五
年
没
の
角
坊
光
栄
、
延
宝
八
年
没
の
角
坊
光
寿
、
享
保
七
年
没
の
角
坊
光
宥
ら
の
名
前
が
見
え
る
が
、
元
禄
八
年
に
没
し
た
該
当
人
物
の
名
を
見
出
せ
な
い
。
元
禄
八
年
没
の
光
盛
法
印
な
る
人
物
が
実
在
し
た
可
能
性
は
か
な
り
低
い
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
角
坊
歴
代
の
墓
碑
の
う
ち
、
最
も
年
代
が
古
い
の
は
寛
文
四
年
没
の
角
坊
光
勝
の
墓
碑
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
角
坊
過
去
帳
」
に
お
い
て
、
角
坊
光
勝
の
代
以
後
の
記
述
が
詳
細
に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
対
応
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
角
坊
家
の
墓
地
そ
の
も
の
が
角
坊
光
勝
の
次
代
に
あ
た
る
角
坊
光
宥（
享
保
七
年
没
）の
代
に
整
備
さ
れ
た
可
能
性
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
光
盛
法
印
の
墓
石
も
、
角
坊
光
盛
没
後
、
か
な
り
の
年
月
を
経
た
江
戸
中
期
以
降
の
建
立
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
う
し
た
混
乱
の
背
景
と
し
て
、
角
坊
家
が
一
時
断
絶
し
、
他
家
か
ら
の
継
承
に
よ
っ
て
存
続
し
た
と
い
っ
た
事
情
を
想
定
し
う
る
か
も
知
れ
な
い
。
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